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７月21日（土）・22日（日）、豊浜一帯で
鯛まつりが行われました。

中洲地区では、鯛みこしが海に入ると
待ちわびた見物客から大歓声。鯛の中で
のお囃子

���

は、みこしが斜めになっても水
につかっても鳴り止むことはありません。

「ワッショイ、ワッショイ」と海中を練
り歩く姿は、まさに勇壮の一言でした。

●防災まちづくり講演会 開催！ ……………………………2

●第41回南知多町消防団 消防操法大会……………………4

●就業構造基本調査を実施します…………………………11

●子ども医療費助成制度を拡大します……………………11

●敬老まつり・敬老会………………………………………14

太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/

主　な　内　容
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防災まちづくり講演会 開催！

片か
た

田だ

敏と
し

孝た
か

氏

と　き　９月30日（日）
開演：午後2時（開場：午後1時30分）
終演予定：午後4時

ところ　総 合 体 育 館
サブアリーナ

入　場　入場無料（申込不要）

◎この講演会は、「南知多町地域防災リーダー養成
講座」の講座のひとつとして行うものですが、
今回は講演会のみの参加のご案内です。

※９月29日（土）・30日（日）開催の「南知多町地域防災
リーダー養成講座」の応募締め切りは９月14日（金）
までです。詳しくは右記へお問い合わせください。

〈講師プロフィール〉
昭和35年　岐阜県生まれ
群馬大学大学院工学研究科　教授
群馬大学広域首都圏防災研究センター長

専門は災害社会工学で、災害への危機管理対応、
災害情報伝達、防災教育、避難誘導策のあり方等
について研究するとともに、地域での防災活動を
全国各地で展開している。特に、釜石市において
は、平成16年から児童・生徒を中心とした津波
防災教育に取り組んでおり、地域の災害文化とし
ての災いをやり過ごす知恵や災害に立ち向かう主
体的姿勢の定着を図ってきた。
また、内閣府中央防災会議や中央教育審議会を

はじめ、国・外郭団体・地方自治体の多数の委員
会、審議会に携わり、研究成果を紹介しながら防
災行政の推進にあたっている。主な学会活動とし
て、日本災害情報学会理事、日本自然災害学会理
事がある。

想
定
を
超
え
る
災
害
に

ど
う
備
え
る
か

～
今
求
め
ら
れ
る

個
人
・
地
域
の
防
災
力
～

※駐車場が不足しますので、乗り合わせ
でお越しください。

問合せ
防災安全課　☎ 6 5 − 0 7 1 1（内線 2 1 5 ）

救
急
情
報
キ
ッ
ト
に
使
用
す
る

「
海
苔

�
�

の
空
容
器
」
の
洗
浄
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き
９
月
26
日（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所

そ
の
他
人
数
確
認
の
た
め
、
必

ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
町
社
会
福
祉

協
議
会
　
☎
６
５
‐
２
６
８
７

講
　
師

演
　
題

救
急
情
報
キ
ッ
ト
配
布
準
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
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知
多
地
域
で
は
、
厚
生
労
働
省

や
消
防
庁
か
ら
の
助
言
な
ど
を
得

て
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
「
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
に

係
る
実
証
研
究
」
の
モ
デ
ル
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
24
年
11
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
、
医
療
機
関
、
医
師
会
お

よ
び
消
防
署
な
ど
地
域
の
救
急
医

療
の
協
議
会
の
連
携
の
も
と
、
医

師
と
連
絡
を
取
り
合
い
救
急
現
場

や
救
急
車
内
等
で
救
急
救
命
士
が

行
え
る
処
置
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ

ま
す
。

な
お
、
患
者
が
、
今
回
拡
大
さ

れ
る
救
急
救
命
士
の
処
置
を
断
っ

た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
救
急
搬
送
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ

知
多
南
部
消
防
署
　
消
防
課
　

☎
６
４
‐
０
１
１
９

拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
の

処
置
は
次
の
と
お
り
で
す

●
低
血
糖
が
強
く
疑
わ
れ
る
意
識

障
害
の
あ
る
患
者
に
血
糖
測
定
を

行
い
、
低
血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し

ま
す

●
喘
息

�
�
�
�

治
療
用
の
吸
入
薬
を
所
持

し
て
い
る
患
者
が
重
症
喘
息
発
作

を
起
こ
し
た
場
合
、
そ
の
吸
入
薬

を
使
用
し
ま
す

●
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
、
心
臓

が
停
止
す
る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ

ッ
ク
状
態
の
患
者
に
点
滴
を
行
い

ま
す

救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置
の
範
囲
が

拡
大
す
る
研
究
に
つ
い
て

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災

害
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て
、

愛
知
県
よ
り
平
成
24
年
６
月
15
日

付
け
で
知
多
南
部
衛
生
組
合
を
構

成
す
る
南
知
多
町
と
美
浜
町
に
照

会
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
南
知
多
町
が

位
置
し
ま
す
東
海
地
方
に
お
き
ま

し
て
は
、
大
規
模
地
震
の
発
生
お

よ
び
大
津
波
の
襲
来
が
危
惧

�
�

さ
れ

て
お
り
、
大
災
害
の
発
生
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
未
曾
有

�
�
�

の
被
害

を
被
っ
た
東
日
本
に
お
き

ま
し
て
は
、
復
旧
復
興
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

各
所
で
山
積
み
と
な
っ
て

い
ま
す
震
災
が
れ
き
が
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
が
れ

き
処
理
へ
の
支
援
の
必
要
性
は
町

民
の
皆
さ
ま
は
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
南
知
多

町
お
よ
び
美
浜
町
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
議
会
全
員
協
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
試
験
焼
却
の
是
非
に
つ
い

て
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。
ま
た
、
知
多
南
部
衛

生
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
会

全
員
協
議
会
で
議
員
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
発
言

の
あ
り
ま
し
た
内
容
も
踏
ま
え
ま

し
て
、
放
射
性
物
質
に
対
し
ま
す

町
民
皆
さ
ま
の
健
康
に
関
す
る
不

安
お
よ
び
農
業
・漁
業
・観
光
業
へ

の
風
評
被
害
の
心
配
を
払
拭
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
現
時

点
で
は
試
験
焼
却
は
実
施
で
き
な

い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
災
害
廃
棄
物
の
受
入

れ
に
関
し
ま
し
て
は
、
町
民
皆
さ

ま
の
安
全
安
心
の
確
保
を
最
重
点

に
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

知
多
南
部
衛
生
組
合
　
管
理
者

南
知
多
町
長
　
石�

�

黒�
�

和�
�

彦�
�

災
害
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
の
実
施
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

「
実
施
し
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た

▲震災がれき置き場（岩手県宮古市）

▲仕分け作業の様子（宮城県陸前高田市）
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消
防
団
は
、
地
域
の
安
全
と
安

心
を
守
る
、
市
町
村
の
消
防
機
関

の
ひ
と
つ
で
す
。
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

護
の
精
神
に
基
づ
き
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
、
災
害
発
生
時
の
救

助
・
救
出
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
末
夜
警
な
ど
の
特
別

警
戒
・
消
火
栓
の
取
扱
い
指
導
な

ど
に
も
従
事
し
、地
域
の
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員

の
増
加
等
、
消
防
団
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
、
消
防
団
員
の
入

団
者
も
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。町

民
の
み
な
さ
ん
の
消
防
団
活

動
へ
の
ご
理
解
の
も
と
、
多
く
の

方
々
が
消
防
団
に
参
加
し
、
新
し

い
守
り
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

消防出初式

消防団教養訓練

郷
土
愛
に
根
ざ
す
消
防
団

住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
財
産
を
守
る

「
９
月
９
日
は

救
急
の
日
」

―
救
急
フ
ェ
ア
開
催
―

救
急
車
の
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

扱
い
体
験
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
　
き
９
月
10
日（
月
）

午
後
３
時
～
５
時

と
こ
ろ
フ
ィ
ー
ル
美
浜
店

問
合
せ
知
多
南
部
消
防
署

☎
６
４
‐
０
１
１
９

昨年の様子 たくさんの方に参加していただきました。

第41回南知多町消防団

消 防 操 法 大 会

この大会は、消防団員の火災現場での消火技術の向上と士気の
高揚を図る目的で行われます。より実践に即した水出し操法で行
われ、各分団が日ごろ鍛えた消防ポンプ操法技術の速さと正確さ
を競います。

９月９日（日）午前８時30分〜

総合体育館駐車場

と　き

ところ

町内11チームが参加します

▲昨年の操法大会

みんなで操法大会を見に行こう！
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救
急
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
出
動
が
重
な
り
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
生
命
に
危
険
が
及
ん
で

い
る
人
の
と
こ
ろ
へ
、
す
ぐ
に
駆
け
付
け
ら
れ
な

い
状
況
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
に
搬
送
し
た
人
の
う
ち
、
約

４
割
は
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
で
し
た
。

本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適
正

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
朽
化
消
火
器
の
破
損
事
故
を

踏
ま
え
、
消
火
器
に
は
標
準
的
な

使
用
期
限
や
火
災
の
種
別
に
応
じ

た
絵
表
示
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

○
消
火
器
の
表
示
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

【
住
宅
用
消
火
器
】

適
応
す
る
火
災
の
絵
表
示

１
住
宅
用
消
火
器
で
あ
る
旨
の
表

示
２
使
用
時
の
安
全
な
取
扱
い
に
関

す
る
事
項

３
維
持
管
理
上
の
適
切
な
設
置
場

所
に
関
す
る
事
項

４
点
検
に
関
す
る
事
項

５
廃
棄
時
の
連
絡
先
お
よ
び
安
全

な
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

【
住
宅
用
消
火
器
以
外《
業
務
用
》】

適
応
す
る
火
災
の
絵
表
示

１
住
宅
用
消
火
器
で
は
な
い
旨
の

表
示
（「
業
務
用
消
火
器
」の
明

記
）

２
「
加
圧
式
」・「
蓄
圧
式
」
の
消

火
器
の
区
別
表
示

３
標
準
的
な
使
用
条
件
で
使
用
し

た
場
合
に
安
全
上
支
障
な
く
使

用
で
き
る
期
限

４
使
用
時
の
安
全
な
取
扱
い
に
関

す
る
事
項

５
維
持
管
理
上
の
適
切
な
設
置
場

所
に
関
す
る
事
項

６
点
検
に
関
す
る
事
項

７
廃
棄
時
の
連
絡
先
お
よ
び
安
全

な
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

問
合
せ

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
４
‐
０
１
２
１

本当に必要ですか？  その救急車  

過去５年ごとの救急件数の推移
2000
1800
1600
1400
1200
1000
800
600
400
200
0

Ｓ56 Ｓ61 Ｈ３ Ｈ８ Ｈ13 Ｈ18 Ｈ23（年）

―救急件数倍増―

消
火
器
の
表
示
に
つ
い
て

普通火災適応 天ぷら油火災適応

ストーブ火災適応 電気火災適応

適応する火災の絵表示は変更なし

絵　表　示

油火災用

新：国際規格に準じた絵表示

適応する火災の絵表示に変更

旧　規　格

新　規　格

油
火災用

電気火災用

電気
火災用

普通火災用

普通
火災用

油火災用 電気火災用普通火災用

救急出場件数が、年々増加しています。20年前と比べ、
およそ２倍となっています。

「
ス
マ
ー
ト
・ユ
ー
ス
」

「
ス
マ
ー
ト
・チ
ョ
イ
ス
」

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」

で
節
電
に
ご
協
力
を
！

■
ス
マ
ー
ト
・
ユ
ー
ス

冷
房
の
設
定
温
度
の
見
直
し
や

こ
ま
め
な
消
灯
な
ど
を
行
う

■
ス
マ
ー
ト
・
チ
ョ
イ
ス

家
電
の
買
い
換
え
に
は
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
も
の
を
選
ぶ

■
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

家
族
や
友
人
と
公
共
施
設
や
涼

し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に
出

か
け
る

３
つ
の
視
点
で
、
我
慢
す
る
節

電
で
は
な
く
、
電
力
を
賢
く
使
う

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

：全救急件数（件）
：うち軽症者（人）



申込み・問合せ　社会教育課（総合体育館内）
☎６５−２８８０参 加 者 募 集参 加 者 募 集

対
　
象

小
学
生
高
学
年
男
子

小
学
生
高
学
年
女
子

中
学
生
男
子

中
学
生
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
（
平
成
４
年
12
月

２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
）

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
（
平
成
４
年
12
月

２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
）

一
般
男
子
（
平
成
４
年
12
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

一
般
女
子
（
平
成
４
年
12
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

40
歳
以
上
（
男
女
を
問
わ
ず
、
昭

和
47
年
12
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

持
ち
物
タ
オ
ル
等

※
選
考
会
に
参
加
で
き
な
い
場
合
、

個
別
選
考
を
検
討
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
・
第
７
回
愛
知
駅
伝
大
会

「
南
知
多
町
チ
ー
ム
」の
出
場
選
手
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

10
月
８
日（
月
・祝
）

９
時
30
分
集
合

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

ミニテニスは、ビニール製の大きなボールを使
ってバドミントンコートでプレーするニュースポ
ーツです。誰でも気軽に楽しむことができます。

家族や仲間でペアを組んで大会に参加してみま
せんか。

と　　き ９月17日（月・祝）午前８時30分～
と こ ろ 総合体育館
対　　象 町内に在住・在勤・在学する小学校４

年生以上の方
内　　容 ダブルス個人戦
・ファミリーの部（小学生と保護者のペアまたは

小学生と小・中・高校生のペア）
・男子の部（中学生以上の男性２人のペアまたは

中学生以上の男性と女性のペア）
・女子の部（中学生以上の女性２人のペア）
参 加 費 無料
持 ち 物 室内用シューズ・タオル
申込期限 ９月５日（水）

日ごろの運動の成果に、今後の体力づくりの
参考にぜひご参加ください。

と　き・ところ
10月11日（木）
午後７時30分～９時　篠島小学校体育館
10月16日（火）
午後７時30分～９時　日間賀小学校体育館
対　　象 一般成人
内　　容 握力、上体起こし、長座体前屈、反復

横とび、急歩、立ち幅とび
定　　員 ３０名
参 加 費 無料
持 ち 物 室内用シューズ・タオル

～ 自分の体力を調べてみませんか ～

ミニテニス大会 体力テスト会

第
７
回
愛
知
駅
伝
選
手
選
考
会

6H24.9.1

９月の町長対話室
皆さまの声をお聞かせください。

と　き　９月３０日（日）
午前９時～11時30分
（一組30分以内）

ところ　役　場　第一会議室（１階）
申込み・問合せ　企 画 課（内線 3 3 2 ）

申込期限 ９月24日（月）午後３時
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。



町 内 の催 し 問合せ　社会教育課（総合体育館内）
☎６５−２８８０

あいさつは、人の心をなごやかにし、円滑な
人間関係をつくます。「うるおいのある明るい
家庭・地域・まちづくり」に大きく役立つもの
です。

● おはようございます
● おやすみなさい
● こんにちは
● こんばんは

● いってきます
● おかえりなさい
● ありがとうございます
● すみません

気軽に声をかけ合うこともあいさつです。大き
な声ではっきりとあいさつをしましょう。

青少年の健全育成と心のかよう「家庭・地域・
まちづくり」のため、それぞれの立場でこの運動
にご協力ください。

秋の町民あいさつ運動 ９月１日～20日
大きな声でしっかりあいさつ

毎年好評のクラシックコンサートを今年も開催
します。

お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

と　　き 10月22日（月）午後６時～
と こ ろ 内田佐七家（内海字南側39）
内　　容 コントラバスとヴァイオリン、チェロ

による演奏
奏　　者 東京フィルハーモニー交響楽団・遠藤

����

柊一郎
�������

氏はじめ３名
定　　員 中学生以上80名（先着順）
参 加 費 ３００円（中学生は無料）
申 込 み ９月20日（木）午前９時から社会教育課

で電話受付を開始します。

内田佐七家
秋の夜長の三人コンサート

中学生が家庭や学校・郷土・文化・友人等
との関わりの中で、感じたり考えたりしてい
ることをまとめ、主張します。

一般の方もぜひお越しください。

と　　き ９月26日（水）午後１時50分～
と こ ろ 総合体育館　サブアリーナ
発 表 者 町内各中学校１年生の代表８名
一 般 席 1 0 0席

と　　き 10月21日（日）
午前10時～午後５時

と こ ろ 総合体育館
サブアリーナ

（入場無料）
特別出演 桜

���
ゆみ

（ジャパンミュージック所属）
友情出演 一條

�����
ひろし

主　　催 町文化協会
カラオケ部門

少年の主張大会

第12回
カラオケ発表会

7 H24.9.1



フォトニュースまちの話題をお知らせください。　企画課　広報担当（内線333）まで

練習の成果は
披露できたかな？

７月13日（金）、師崎小学校で全校児童が、夏祭
りに向けて盆踊りの練習をしました

区民体育祭で踊れない子どもが多いことを見か
ねた師崎盆踊り保存会が、盆踊り・音頭等後継者
の育成として企画。児童は歌や太鼓のリズムに合
わせ、「掛け踊り」の習得に奮闘しました。始め
は手と足が同時に出てしまう児童もいましたが、
見本にならって練習するにつれ、上手に踊れるよ
うになったようです。

高齢者福祉施設で夏祭り
７月29日（日）に大地の丘、８月４日（土）にあい

寿の丘で恒例の夏祭りが行われ、利用者や家族連
れらが夏のひとときを楽しみました。会場は焼き
そばやかき氷などの屋台が並び、盆踊りを楽しむ
人の姿で華やかでした。

大地の丘では、和太鼓演奏やフラダンス、チア
ダンスの披露もあり夏祭りを盛り上げました。

学童書道展で入賞
７月16日（月・祝）、半田市雁宿ホールで行われ

た中部日本書道会の公募展「第48回学童書道展」
の授賞式で、古田

���
彩乃
���

さん（豊浜中３年）が南
知多町教育委員会賞を受賞しました。入賞した作
品は、知多地域５市５町の小中学生を中心とした
2 ,513点の応募の中から選ばれ、同地で展示され
ました。

古田さんは、「たくさん練習して、このような
大きな賞をいただくことができました。がんばっ
てよかったです」と笑顔でした。

8H24.9.1

▲大地の丘

▲あい寿の丘



潮が引いた磯で、転石
����

をひっくり返すと下の写真の
ような生き物に出会うことがあります。滑

��
るように石

の表面を這
�

って隠れようとします。ヘラムシの仲間で
す。ヘラムシは漢字で「箆虫

����
」と書きます。節足

����
動物

で、フナムシやダンゴムシと近縁です。
「箆

��
」というのは、粘土細工に使う竹箆や裁縫に使

う箆など、錬る、塗る、型や折り目付けなどをするた
めの道具です。この生き物とよく似た形の箆があるの
でしょうか、種名の由来は「箆」から来ています。

本年６月４日、山海天神東の磯で行われた、内海小
学校３年生の観察会で、下の写真のヘラムシが見つか
りました。どういうわけかヘラムシの仲間が小学生の
観察会で見つかることは稀

��
です。よく見つけました。

オヒラキヘラムシ　体長３cm 山海天神東の磯
このヘラムシの尾に当たる部分に注目して下さい。

尾の先に行くにしたがって幅が広くなっていることか
らオヒラキヘラムシ（尾

�
開
��

き箆虫
����

）の名があります。
体の色は、上の写真のように黒褐色

�������
のものから白っ

ぽいものまでさまざまです。私は全身ミルク色のもの
を見たことがあります。
右の写真は、内海小学校
の３年生が同時に採集し
たもので、１つの個体が
黒褐色と黄色の２色から
成るおしゃれなオヒラキ
ヘラムシです。

知多半島南部の磯では、オヒラキヘラムシの他、イ
ソヘラムシやワラジヘラムシも見られます。

No.256

森
� �

田
�

博
� �

文
� �

天神東オヒラキヘラムシⅡ

ワラジヘラムシイソヘラムシ
美浜町冨具崎の磯

日本文化に興味津々
８月９日（木）、エストニアからの交換留学生

リーナ・タエルさんが役場を訪れ、石黒町長と
面談しました。

19歳のリーナさんはヨーロッパの国々にはた
くさん訪れたことがあるそうですが、来日は今
回が初めて。ライオンズクラブを通じて知多半
島の市町を巡り、７月14日から８月16日まで滞
在しました。内海海水浴場で泳いだり、着付け
体験で振り袖を着たりなど日本を楽しんだよう
です。

談笑後、石黒町長から内海の砂で作った砂時
計がプレゼントされました。この滞在が良い思
い出になるといいですね。

夜空彩る内海の花火
８月17日（金）、内海海水浴場で第47回内海中

日花火大会があり、今年も町内外からたくさん
の人が訪れました。

1 ,000発の花火が次々に打ち上げられると、
夜空を焦がす大輪の花を咲かせ観衆を魅了。家
族連れや浴衣姿の若者らが行く夏を惜しむよう
に、色鮮やかな花火を見詰めていました。

合間には家族や友人にメッセージを添える
「お祝い花火」があり、浜辺は和やかな雰囲気
に。水中スターマインや花火大会の定番「ナイ
アガラの滝」では、ひときわ大きな歓声が上が
りました。

よく見つけたね ヘラムシ類
— 内海小学校３年生 —

9 H24.9.1



こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
10

月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

過
去
10
年
以
内
の
未
納
の
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
受
給
権
の
確
保
に
つ
な
げ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
制
度
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
が
、審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

半
田
年
金
事
務
所

☎
２
１
‐
２
３
７
５

町
で
は
、
今
年
度
も
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
脳
ド
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
の
か
ら

だ
は
、
年
齢
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
障
が
い
が
生
じ
て
き
ま
す
。
健

康
に
自
信
の
あ
る
方
も
と
き
に
は

「
か
ら
だ
」の
点
検
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き
10
月
～
平
成
25
年
２
月
末

日
（
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）

と
こ
ろ

渡
辺
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
（
美
浜

町
）
☎
８
７
‐
５
０
０
０

対
象次

の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方

①
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
で
35
才
以
上
73
才
以
下
の
方

（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

②
受
診
結
果
を
自
ら
の
健
康
管
理

デ
ー
タ
と
し
て
南
知
多
町
に
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

※
資
格
証
明
書
お
よ
び
短
期
保
険

者
証
交
付
対
象
の
方
は
、
脳
ド
ッ

ク
の
受
診
対
象
外
で
す
。

定
員
１
５
０
名

個
人
負
担
金

１
人
　
４，
５
７
５
円

申
込
み
９
月
20
日
～
平
成
25
年

２
月
８
日
に
住
民
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

①
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す②
受
診
者
が
受
診
前
に
町
の
国
民

健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
、
町
か
ら
助
成
は
行
い
ま
せ
ん

問
合
せ
住
民
課
国
保
年
金
係

内
線
１
１
７
・
１
１
８

要約筆記ボランティア講座 ～はじめの一歩～
「要約筆記」は聞こえない・聞こえにくい人たち

へのコミュニケーションの支援のひとつで、話しの
内容をその場で文字にして伝える同時通訳です。話
し言葉を要約することから「要約筆記」といいます。

一般的に、聴覚障がい者は手話で会話ができると
思われがちですが、実際には手話で完全なコミュニ
ケーションをとれる人は多くありません。中途失聴
者や難聴者は、第一言語を音声言語としていること
が多く、要約筆記により、聞きとれない言葉が、目
で見える言葉になるのです。

この講座は「要約筆記」の手書きとパソコンの両
方を､ゲーム等を通して楽しく学ぶ体験講座です。
あなたもこの講座を受講して、聴覚障がい者をサポ
ートする活動の「はじめの一歩」を踏み出してみま
せんか。

興味のある方は、まずお問い合わせください。

国

民

年

金
だより

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
期
限
の
延
長
）
が

始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な

さ
ん
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
ま

せ
ん
か 国

保
ニ
ュ
ー
ス

◆国民年金の保険料◆

８月分 10月1日（月）納期限
口座振替をご利用の方は、指定さ

れた金融機関の口座から引き落とし
いたしますので預金残高の確認をお
願いします。

受講者
募集 !!

10H24.9.1

日　程

対　象 16歳以上で、２日間受講できる方
受講料 無料
申込み 10月９日（火）までに下記へ
問合せ 町社会福祉協議会　☎６５－２６８７

と　　き

10月13日（土）

11月25日（日）

午前10時
～

午後３時

内　容
手書き

要約筆記
パソコン
要約筆記

と こ ろ

保健センター
講義室（２階）



手
続
方
法
（
中
学
生
以
上
）

医
療
機
関
に
て
医
療
費
を
支
払

い
後
、
住
民
課
ま
た
は
各
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
次
の
も
の
を
お
持

ち
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
持
ち
物
〉

①
領
収
書
（
同
月
分
を
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
）

②
子
の
健
康
保
険
証

③
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

④
印
鑑

⑤
加
入
保
険
か
ら
の
支
払
決
定
通

知
書
（
高
額
療
養
費
・
家
族
療

養
費
附
加
金
等
に
該
当
す
る
場

合
の
み
）

※
④
⑤
は
南
知
多
町
国
保
以
外
の

方助
成
に
つ
い
て
（
中
学
生
以
上
）

診
療
月
か
ら
約
２
、
３
か
月
後

に
支
給
額
が
決
定
し
ま
す
。
そ
の

後
、
支
給
決
定
通
知
書
を
お
送
り

し
、
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

※
審
査
に
よ
り
、
支
給
決
定
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
住
民
課
　
福
祉
医
療
係

内
線
１
１
５
・
１
１
６

総務省統計局では、10月１日現在で就業構造基本
調査を実施します。

この調査から得られるデータは、雇用政策および
経済政策などを企画・立案するうえで重要な指標と
して利用されます。

調査の対象は、わが国の全世帯のうちから統計的
手法により選定した約47万世帯の世帯員約100万人
です。

統計調査員が調査のお願いに伺った際には、ご協
力をお願いします。

企画課（内線 3 3 2・3 3 5 ）

平成24年９月診療分まで 平成24年10月診療分から

対
　
　
　
　
　
象

平
成
24
年
10
月
診
療
分
か
ら
、
医
療
費
助
成
の
支
給
対
象
年
齢
を
、
通

院
・
入
院
と
も
高
校
生
等
（
18
歳
到
達
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

た
だ
し
、
中
学
生
と
高
校
生
等
の
通
院
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
分
の
２

分
の
１
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

子ども医療の制度内容（保険診療内のみ対象）

（※1）保険証と受給者証を医療機関窓口で提示してください。
（※2）医療機関窓口でお支払い後、下記のとおり申請していただき、審査後に支給します。
（※2）なお、部屋代・食事代等は対象外です。〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

●出生～小学校卒業（12歳到達
の年度末まで）の子
・入院・通院の自己負担分を

助成（※1）
・受給者証を交付

●出生～小学校卒業（12歳到達
の年度末まで）の子
・入院・通院の自己負担分を

助成（※1）
・受給者証を交付

●中学生（15歳到達の年度末ま
で）の子
・入院の自己負担分全額を後

から助成（※2）
・受給者証なし

●中学生～高校生等（18歳到達
の年度末まで）の子
・通院の自己負担分1/2を後

から助成（※2）
・入院の自己負担分全額を後

から助成（※2）
・受給者証なし

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
拡
大
し
ま
す

就業構造基本調査を実施します
～ 対象世帯に調査員が伺いますので、ご協力をお願いします ～

平成24年10月１日現在
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秋
の
涼
や
か
な
風
が
待
ち
遠
し

い
こ
の
頃
。

古
着
を
利
用
し
て
環
境
に
や
さ

し
い
布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き
⑴
９
月
19
日（
水
）

⑵
９
月
28
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

定
員
各
回
８
名
（
先
着
順
）

参
加
費
３
０
０
円

訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
や
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
、
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き
９
月
20
日（
木
）午
前
10
時

～
正
午
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室（
２
階
）

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

障
が
い
の
種
別
や
問
題
の
大
き

さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
必
ず

守
り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

と
き
９
月
11
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

※
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、個
別
の
相
談
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：

soudan-co@wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

町
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の

私
立
高
校
生
の
保
護
者
や
勤
労
生

徒
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る

た
め
、
授
業
料
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

①
私
立
高
等
学
校
（
通
信
制
は
除

く
）に
在
籍（
10
月
１
日
現
在
）し
、

保
護
者
が
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
私
立
高
等
学
校（
定
時
制
）に
在

籍（
10
月
１
日
現
在
）す
る
勤
労
生

徒
で
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

補
助
金
額

一
人
に
つ
き
年
一
万
円
以
内

申
込
み
10
月
１
日（
月
）～
31
日

（
水
）の
間
に
学
校
教
育
課
へ

※
申
請
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に

あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
職
場
定
着

を
図
る
た
め
の
交
流
・
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
９
月
19
日

（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

と
き
９
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
ク
ラ
シ
テ
ィ
半
田

半
田
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
（
３
階
）

参
加
費
無
料

農
地
法
な
ど
の
各
種
許
認
可
手

続
き
、遺
言・相
続
手
続
き
な
ど
で

お
困
り
の
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
10
月
10
日（
水
）

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室（
２
階
）

相
談
員
愛
知
県
行
政
書
士
会
知

多
支
部
会
員

内
容

●
農
地
法
に
よ
る
許
可
・
届
出
申

請
に
つ
い
て

●
建
設
業
の
許
可
・
届
出
申
請
に

関
す
る
相
談

●
風
俗
店
、
食
品
店
営
業
許
可
申

請
に
関
す
る
相
談

●
入
管
手
続
き
に
関
す
る
相
談

●
法
人
手
続
き
に
関
す
る
相
談

●
車
庫
証
明
に
関
す
る
相
談

●
遺
言
・
相
続
手
続
き
に
関
す
る

募
集

案
内

布
ぞ
う
り
作
り
教
室
の

参
加
者

知
多
南
部
衛
生
組
合
☎
６
２‐０
４
０
２

消
費
生
活
相
談
窓
口

産
業
振
興
課

(

内
線
２
４
２)

行
政
書
士
の

無
料
相
談
会

行
政
書
士
会
☎
０
５
６
２‐４
４‐２
８
５
１

役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1
FAX 6 5 − 0 6 9 4

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)

私
立
高
等
学
校
授
業
料

補
助
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課

(

内
線
５
５
４)

そ
の
他

障
が
い
者
交
流
・研
修
会

き
ん
ろ
う
か
ん
し
ゃ
の
集
い

知
多
地
域
障
が
い
者
就
業
・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
　
☎
０
５
６
２‐３
４‐６
６
６
９
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相
談

●
そ
の
他
官
公
署
へ
の
提
出
書
類

に
関
す
る
相
談

日
ご
ろ
登
記
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
10
月
１
日（
月
）

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室（
２
階
）

相
談
員
愛
知
県
司
法
書
士
会
半

田
支
部
会
員

内
容

●
相
続
・
遺
言
の
登
記
相
談

●
土
地
建
物
の
贈
与
、
売
買
等
の

登
記
相
談

●
会
社
、
法
人
の
設
立
・
増
資
等

の
登
記
相
談

●
簡
易
裁
判
所
で
の
訴
訟
、
調
停

等
の
法
律
相
談

●
多
重
債
務
、
自
己
破
産
の
相
談

●
裁
判
所
へ
の
申
立
書
類
の
作
成

に
関
す
る
相
談

●
認
知
症
、
知
的
障
が
い
者
等
の

後
見
人
に
関
す
る
相
談

◆
第
66
回
町
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
町
体
育
協
会
主
催・４
／

８
町
民
会
館
・
４
チ
ー
ム
・
60
人
）

優
　
勝
　
利
屋
フ
レ
ン
ズ

準
優
勝
　
岡
部
フ
ァ
ン
ト
ム

◆
第
７
回
町
春
季
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
主
催
・
４
／
15
・
町
民

会
館
・
４
チ
ー
ム
・
70
人
）

優
　
勝
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

準
優
勝
　
十
巳
午
ボ
ー
イ
ズ

◆
第
58
回
町
壮
年
春
季
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
主
催
・
５
／
20
・
町
民
会
館
・

４
チ
ー
ム
・
60
人
）

優
　
勝
　
ム
ー
ミ
ン

準
優
勝
　
一
糸
会

◆
第
16
回
町
春
季
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
主
催
・
５
／
20
・
町
民
会
館

・
４
チ
ー
ム
・
70
人
）

優
　
勝
　
イ
ー
ネ
ー
ズ

準
優
勝
　
十
巳
午
ボ
ー
イ
ズ

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

司
法
書
士
の

無
料
相
談
会

司
法
書
士
会
☎
３
２‐８
８
９
５

ス
ポ
ー
ツ
大
会

結

果

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成24年７月末現在

人
2,709（008）

人
2,888（045）

人
5,597（053）

2,756（066） 3,027（130） 5,783（196）
2,431（048） 2,500（021） 4,931（069）
2,918（020） 920（004） 1,838（024）
1,027（000） 1,079（001） 2,106（001）
9,841（142） 10,414（201） 20,255（343）

世帯数 7月中の異動
世帯

2,061〈038〉
2,147〈178〉
1,816〈053〉
625〈019〉
642〈000〉

7,291〈288〉

町内の火災・救急・交通事故７月

▶

▶

▶
▶
▶

● 出生 09人

● 死亡 25人

● 転入 24人

● 転出 32人

火災・救急 （平成24年７月）
火災件数 3件（ 10件）〈0＋1〉
うち建物 3件（ 8件）〈0＋2〉
救急件数 106件（ 584件）〈－37〉
うち急病 72件（ 421件）〈0－5〉

交通事故
件　　数 6件（ 29件）〈0＋2〉
死　　者 0人（ 0人）〈0±0〉
重軽傷者 9人（ 39人）〈0＋9〉

※(　)内は今年の累計 〈　〉内は前年７月との比較

町税の休日収納窓口を開設します

と　　き ９月９日（日）午前９時～正午
と こ ろ 役　場　税 務 課
問 合 せ　税務課徴収係（内線143・144）

９ 月 の 納 税
◆固 定 資 産 税………第 ３ 期 分
◆国民健康保険税………第 ３ 期 分
◆納　 期 限………10月１日(月)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「人口と世帯数」の表記変更
について

住民基本台帳法の一部改正
（平成24年７月９日施行）によ
り、外国人の方も住民基本台
帳に登録されることになりま
した。それに伴い、今号から
日本人・外国人を合わせた数
としています。
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ロ
ン
ド
ン
五
輪
が
閉
幕
し
、
寝

不
足
が
解
消
さ
れ
た
人
は
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
好
き
な
た
め
、
男
子
の

決
勝
戦「
ア
メ
リ
カ
対
ス
ペ
イ
ン
」

に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
大
接
戦
の
末
、
自
力

に
勝
る
ア
メ
リ
カ
が
金
メ
ダ
ル
を

手
に
し
ま
し
た
。
順
当
に
見
え
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
選
手
に
と
っ

て
は
慣
れ
親
し
ん
だ
ル
ー
ル
や
ボ

ー
ル
の
大
き
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
必
死
に
な
っ
て
勝
利
す

る
姿
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
本
場
と

し
て
の
意
地
を
見
せ
て
く
れ
た
気

が
し
ま
す
。

と
り
ご
と

ひ

K

※（　　）内はうち外国人数　　　　　　　　〈　　〉内はうち外国人が世帯主の世帯数



長寿のよろこび

敬老まつり・敬老会
開催のご案内

長年にわたり、社会に尽くしてこられた高齢者を
敬い、長寿をお祝いするため右記のとおり敬老まつ
り・敬老会を開催します。

敬老者には、招待状をお送りします。ご家族や友
達をお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

◎内海・豊浜・師崎地区合同敬老まつりについて
・各地区から送迎バスが出ますのでご利用ください。
・演芸もいろいろ盛りだくさん！

太鼓演奏、フラダンス、寸劇、舞踊、保育園児
によるちびっこ警察官、遊戯など

・お楽しみのビンゴゲーム大会もありますよ！！

地　　区 と　き　・　ところ

篠  島  地  区
敬 　 老 　 会

９月７日（金）午前９時～
篠島開発総合センター

日 間 賀 島 地 区
敬 　 老 　 会

９月11日（火）午前９時30分～
日間賀小学校体育館

内海･豊浜･師崎
地 区 合 同
敬 老 ま つ り

９月15日（土）午後１時30分～
総合体育館メインアリーナ

（一般の方は、２階席でご観覧ください）

※台風の接近等により中止する場合は、午前７時30分まで
にケーブルテレビまたはオフトークでお知らせします。

問合せ 保健介護課高齢者介護係　内線540～542

5 22 33 55 62
3 36 54 71
2 29 31 69
1 21 51 60
8 18 34 49 66

28

59

39

BINGOBINGOBINGO

みなさんのご参加をお待ちしています！！
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川
　
柳〈
内
海
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
〉

・
つ
か
れ
た
ら
　
無
理
を
し
な
い
で
　
ひ

と
や
す
み

・
町
民
の
　
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
　
南
知
多

・
町
民
の
　
心
休
ま
る
　
南
知
多

・
い
や
さ
れ
る
　
明
る
く
楽
し
い
　
平
和

な
町

・
地
域
の
人
　
毎
日
毎
日
　
あ
り
が
と
う

・
１
日
の
　
半
分
睡
眠
　
冬
休
み

・
自
然
な
ま
ち
　
み
ん
な
に
好
か
れ
る

南
知
多

・
オ
フ
ラ
イ
ン
心
開
け
ば
オ
ン
ラ
イ
ン

・
休
日
は
く
つ
に
は
き
か
え
い
ざ
外
へ

・
人
と
人
　
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
　
心
の
輪

・
こ
こ
ろ
と
は
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
　
も

の
な
の
だ

・
冬
休
み
　
遊
び
ま
く
っ
て
　
最
後
ね
る

・
南
知
多
　
み
ん
な
笑
顔
な
　
南
知
多

・
た
く
さ
ん
の
　
彩
り
溢
れ
る
　
南
知
多

・
南
知
多
　
砂
が
き
れ
い
な
　
南
知
多

・
南
知
多
　
元
気
あ
ふ
れ
る
　
南
知
多

・
ゆ
っ
く
り
と
心
を
い
や
せ
よ
南
知
多

・
つ
か
れ
た
ら
　
内
海
の
海
を
　
見
に
行

こ
う

・
南
知
多
　
み
ん
な
で
い
よ
う
　
南
知
多

・
南
知
多
　
心
落
ち
着
く
　
自
然
あ
り

・
海
の
幸
　
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
　
南
知
多

・
海
が
あ
り
　
心
や
す
ま
る
　
南
知
多

・
南
知
多
　
こ
こ
ろ
を
い
や
す
　
南
知
多

・
砂
浜
は
　
町
民
み
ん
な
の
　
憩
い
の
場

・
癒
し
の
場
　
心
落
ち
つ
く
　
南
知
多

つ
ぶ
や
き〈
篠
島
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
〉

・「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
た
。「
お
か
え
り
」

っ
て
か
え
っ
て
き
た

・
篠
島
の
夕
日
の
偉
大
さ
を
見
る
と
自
分

の
悩
み
が
ち
っ
ぽ
け
に
思
え
る
ん
だ

「
け
ん
こ
う
南
知
多
プ
ラ
ン
」

川
柳
・
つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー
No.7

No.296

タバコの害は
肺だけじゃない！

喫煙者の男性は、吸わない人の 4 . 5倍も肺がんになりやすいこと
がわかってきています。

それだけではなく、喫煙が歯周病を進行させ、歯肉の老化を促し、
歯を失う原因となることを知っていますか？

歯を下顎骨（上顎骨）に止めているのが歯肉（歯茎：ハグキ）で
す。歯周病ではこの歯肉と歯の周囲に繰り返しの炎症（歯肉炎・歯
周炎）が起きて、徐々に歯肉が痩せて（減って）いきます。

歯周病とは？

なぜタバコで歯周病になるの？

＝喫煙により歯周病が進む理由＝ 

１．タバコのタール成分の付着が歯周病の原因となる
歯垢・歯石を付きやすくする

２．タバコのニコチンが歯肉の血管を収縮させて、血
流障害を起こす

３．喫煙者は白血球数が多く、煙草の各種成分が白血
球を刺激して局所の炎症を強くする

４．喫煙による活性酸素を除去するためにビタミンＣ
が消費されて、歯肉にある線維芽細胞のコラーゲ
ン合成がうまく行かない

思い当たる方は、きっぱりやめるよう
にしましょう。多くの人が、喫煙が健康
に有害であることを認識しています。し
かし、リスクを伴う他の行動に比べ、喫
煙の有害作用がどれだけ大きなものであ
るかは理解されていないようです。
次回からタバコの害についてシリーズ

でお伝えします。

15 H24.9.1
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NFUビーチバレー大会（～2日）(千鳥ヶ浜海水浴場)

ビーチバレーフェスタ（～2日）(東浜海水浴場)土1

日2

月3

火4

水5

木6

金7

土8

町税休日収納窓口 (税務課) 9:00〜12:00
日9

特定･後期高齢者健康診査 (篠島開発総合センター) 14:00〜19:00

ヤングメタボ予防健診 (篠島開発総合センター) 14:00〜19:00

献血 (篠島開発総合センター) 14:00〜19:00月10

家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島開発総合センター) 7:00〜8:15

特定･後期高齢者健康診査 (篠島開発総合センター) 10:00〜11:15

ヤングメタボ予防健診 (篠島開発総合センター) 10:00〜11:15

障がい者巡回相談 (役場) 13:30〜16:00

心配ごと相談・豊浜 (町公民館) 14:00〜16:00

火11

水12

木13

家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島公民館) 8:00〜9:00
金14

全日本ライフセービング選手権
西地区中部地区予選会（～16日）(内海海岸)土15

インターナショナル
ライフセービングカップ（～17日）（千鳥ヶ浜海水浴場)日16

敬老の日
月17

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30〜10:30
火18

水19

10:00〜12:00消費生活相談 (役場)
13:00〜16:00木20

金21

秋分の日
土22

日23

特定･後期高齢者健康診査 (日間賀小学校) 14:00〜19:00

ヤングメタボ予防健診 (日間賀小学校) 14:00〜19:00月24

特定･後期高齢者健康診査 (日間賀小学校) 10:00〜11:15

ヤングメタボ予防健診 (日間賀小学校) 10:00〜11:15

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00〜16:00火25

水26

医師健康相談 (保健センター) 13:30〜14:00

成年後見巡回相談 (役場) 13:30〜16:30木27

金28

土29

町長対話室 (役場) 9:00〜11:30

神楽船まつり (内海川) 18:00〜20:00日30


